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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、発達障害児を含む学習に問題を抱える児童・生徒が、ウェブ上でワ
ーキングメモリのアセスメントを受け、支援に関する情報を得られるツールを開発することである。言語的短期
記憶、言語性ワーキングメモリ、視空間的短期記憶、視空間性ワーキングメモリをそれぞれ測定するテストを作
成し、小学校１年から中学校３年までの児童生徒の標準データを収集した。開発したテストをウェブ上に公開
し、学習の遅れなどの問題を抱える児童・生徒の支援者に利用してもらった。テストによって見出されたワーキ
ングメモリプロフィールから、児童生徒の学習の問題の原因と支援の方向性を推測することができた。

研究成果の概要（英文）：This study developed a system in which children with developmental disorder 
or learning difficulties can take working memory tests and receive information concerning methods 
for learning supports.
Children of ages form 7 to 15 years took the tests for verbal short-term memory, verbal working 
memory, visuospatial short-term memory, and visuospatial working memory, in which we collected data 
for the calculation of standard scores. Children with learning difficulties took the tests and we 
analyzed the relationships between their working memory profiles and types of learning difficulties.
 

研究分野： 教育心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ワーキングメモリとは、一時的に情報を保

持・操作する能力であり、私たちの知的生活
の基盤である。近年、ワーキングメモリが国
語、算数（数学）、理科などの学習を支えて
いること、発達障害を抱える児童生徒におけ
る学習の遅れの原因として、それらの児童生
徒のワーキングメモリに問題があることが
示唆されている。 
 このような中、日本ではまだ子どものワ
ーキングメモリを適切に評価できるテスト
が開発されていなかった。そのため、集団
で実施することができ、学習遅滞のリスク
のある児童を早期に見いだすことのできる
ようなワーキングメモリのアセスメントの
作成が求められていた。また、テストによ
ってワーキングメモリの小さい児童生徒を
見いだしたとき、個々の児童生徒の特性に
応じてどのような支援を行うのかについて
の知見の蓄積が十分でなかった。 
 
２．研究の目的 
（１）発達障害などが原因で学習に問題を
抱える児童生徒が、個別にウェブ上でワー
キングメモリのアセスメントを受けること
ができるテストを開発する。 
 
（２）ワーキングメモリのアセスメントに
基づいたワーキングメモリプロフィールと
発達特性に関するレポートを児童生徒の支
援者に提供するシステムを開発する。 
 
（３）（１）（２）により、児童生徒の学習
支援を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、４年間、以下の手順で研究を実
施した。 
（１）集団で実施できるワーキングメモリテ
ストの課題を検討した。 
 
（２）（１）で検討した課題を大学生に実施
し、その信頼性、妥当性を検討したうえで、
それらの課題に関するコンピュータソフト
ウェアを作成した。 
 
（３）（２）で作成したコンピュータソフト
ウェアのテストを児童に行い、その妥当性を
検討した。 
 
（４）コンピュータソフトウェアのテストを
小学校１年生から６年生、中学校 1年生から
3 年生に実施し、それぞれの年齢の基準デー
タ等を収集した。 
 
（５）（２）で作成したコンピュータソフト
ウェアをネット上に公開し、児童生徒の支援
者が利用できるようにした。 
 
（６）児童生徒のワーキングメモリプロフィ

ールと発達特性および学習の困難の関連性
について分析した。 
 
４．研究成果 
（１）小中学校の児童生徒がコンピュータ上
で個別に（1 クラス同時に）受けることがで
きるワーキングメモリテストを作成した。テ
ストは、言語的短期記憶、言語性ワーキング
メモリ、視空間的短期記憶、視空間性ワーキ
ングメモリを４つの側面を測定することが
できる。 
 
（２）（１）のテストに関して、小学校 1 年
生から中学校3年生までの標準データを収集
した。また、（１）のテストをウェブ上に公
開し、学習等に問題を抱える児童生徒が利用
できるようにした。 
 
（３）（２）で利用した児童生徒のワーキン
グメモリプロフィールと学習の困難との関
連性を明らかにした。以下、当該問題を抱え
る児童生徒を抽出し、彼らの標準化得点の平
均を示している（各児童生徒の標準化得点は、
当該児童生徒のスコアと当該年齢平均との
差を、標準偏差で除して求めている）。 

 抱える問題 人数 言語STM 言語WM 視空間STM 視空間WM
未知語の習得 24 -1.49 -1.43 -0.52 -0.68
なか文字読み 16 -1.56 -0.85 -0.47 -0.78
漢字読み 24 -1.15 -1.28 -0.61 -0.94
文章理解 49 -0.75 -1.11 -0.55 -0.63
かな文字書き 8 -1.13 -0.83 -0.41 -0.67
漢字書き 32 -0.73 -1.26 -0.53 -0.76
基礎的計算 13 -1.04 -1.71 -1.00 -1.56
筆算 7 -0.63 -1.15 -0.77 -0.60
文章題 35 -0.59 -1.07 -0.45 -0.69  
 
（４）ワーキングメモリプロフィールと学習
の困難との以下のような関連が見られ、支援
の方向性が示唆された。 
①新しい言葉が覚えられず、特殊音の読みや
漢字の読みに困難を示す児童生徒は、言語的
短期記憶、言語性メモリーが弱い。②文章の
理解、文章題の解決、作文などに困難を示す
児童生徒は、言語性ワーキングメモリが弱い。
③漢字の書きに困難、または算数の学習に困
難を示す児童生徒は、多くの場合、視空間的
短期記憶、視空間性言語性ワーキングメモリ
が弱い。 
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